
R03C1_4評価事例 

観点別学習状況の評価（Ａ～Ｃ）の事例とその評価基準 

 

１ 評価のねらい 

 本校は単位制による定時制高校で，昼間部には外国籍の生徒や不登校の経験がある生徒など多様な課

題を抱える生徒が在籍している。そのため，学力にも幅広く個人差が見られ，平均的な高校生の学力が

ある生徒と足し算や引き算，漢字やアルファベットの読み書きができない生徒が混在している。 

 本時は化学分野の中でも栄養素について学習する最初の時限であり，今後の学習の基礎になる内容が

多い。したがって，今回の学習を今後の学習につなげていくとともに生徒自身が学習の変容を実感し，

自信につなげていくことをねらいとした。 

 

２ 評価基準 【知識・技能】の評価 

Ａ 授業後のイメージマップに明らかな内容の変化や増加が見られ，キーワードのつながりも適当で

ある。 

 Ｂ 授業後のイメージマップに内容の変化や増加が見られるが，キーワードのつながりに誤りがある。 

 Ｃ 授業後のイマージマップに変化が見られない。 

 

３ 生徒の評価事例 

ここでは授業後のイメージマップの記述内容や記述量を分析することにより，評価を行う。 

 

【評価Ｂの例】 

授業前のイメージマップ         授業後のイメージマップ 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

  授業前から授業後にかけて，内容の変化や記述量の増加は見られるが，キーワードの誤り（○の部

分）や消化酵素についてのキーワードがない。このことから「おおむね満足できる状況」（Ｂ）と判断

できる。 

 

【評価Ａの例】 

授業前のイメージマップ         授業後のイメージマップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業前のイメージマップ         授業後のイメージマップ 
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二つの例はともに授業前から授業後にかけて明らかな内容の変化や記述量の増加が見られ，キーワ

ードのつながりについても適当である。特に二つ目の例については，消化酵素だけでなく，五大栄養

素が含まれているおもな食品について（○の部分）までまとめることができている。このことから，

「十分に満足できる状況」（Ａ）と判断できる。 

 

【評価Ｃの例】 

授業前のイメージマップ          授業後のイメージマップ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  授業前のイメージマップ          授業後のイメージマップ 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

  一つ目の例についてはイメージマップに全く記述がなかった。二つ目の例について記述はあるが，

消化酵素や五大栄養素などについての記述はなく，各栄養素の生体内での働きや消化の過程に関わる

消化酵素について理解しているとは判断できない。このことから「努力を要する状況」（Ｃ）と判断で

きる。 

 

【「努力を要する状況」と評価した生徒に対する指導の手だて】 

  記述が全くない生徒に対しては，イメージマップの書き方が理解できていないことが想定されるの

で，個別に記述の仕方を理解させる取組を行う。また，内容の変化が見られない生徒に対しても個別

に対応し，各栄養素の性質や生体内での消化過程の仕組みをもう一度整理し，知識や技術の定着を図

る。 


